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Abstract 
According to the J. D. Power and Associates 2006 Initial Quality Study (=IQS), 
which serves as the industry benchmark for new-vehicle quality measured at 
90 days of ownership, the ranking of all Japanese car in the U.S. market was 
not the top. It was the main reason that the quality of design of Japanese car 
was inferior to it of Korean car. The aim of this paper is the following. The first 
is to reconsider on the advantages of Japanese manufacturing industry 
through doubting a common view. The second is to show a new viewpoint 
about a reinterpretation of the advantages of it through a concept of "a 



































「自動車の品質調査で有名な市場調査機関の JD パワーが実施した、2006 年の

































と『設計』によるものに分けて、調査項目数も前年までの 135 から 217 に大幅に













変更した」のだという。変更内容は、以下の通りである（J. D. Power Asia Pacific 






（原資料注）調査内容の変更により、2006 年 IQS スコアは昨年までの結果とは比較できません。スコアは
四捨五入後の数値。 
（出所）J.D.パワー・アンド・アソシエイツ 2006年米国自動車初期品質調査 SM（J. D. Power Asia Pacific 













が、その解説は以下の通りである（図表 1 参照）。 
「不具合指摘項目である 217 項目（昨年までは 135 項目）について、実際に
経験した不具合をユーザーに指摘してもらい、100 台当たりの不具合指摘件数と
して算出する。単位は PP100（Problems per 100 Vehicles）で、数値が小さいほ











りも『製造不具合』の改善に焦点を当てていた傾向もあった（J. D. Power Asia 






















































ざるを得ないような立場に置かれてきたわけである（Franko, 1978, pp.98-99, 風






新の誘因となること」は実証済みである（Vernon, 1977, p.41, 古川, 1978, p.56）。 
「アメリカの技術革新は労働力の節約を目ざすと同時に、高水準の所得に対す
る要求の充足を主眼とする傾向が見られる。これに対して、他の地域では原材料
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（原資料）Harvard Multinational Enterprise Project. 






の類似の市場に奉仕するうえで、とくに有利な立場にある（Franko, 1978, p.99, 
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